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明和八（1771）年八重山列島で地震発生、
遡上高８５．４ mの津波が押し寄せた

明和8年（西暦1771年）旧暦の3月10日午前8時頃に、八重山列島東
方沖で地震が突然発生、津波の遡上高は　最大85.4mに達した。石
垣島での被害は多大であった。死者8,335名、海水に洗われた総面
積は8,000町歩、石垣島総面積の40%に達したと言われている。さら
に、宮古島 などの島々でも被害を出し、当時の人口が2万9千人であ
るのに対し、犠牲者は9千名を越えた。わが国災害歴史上、最大規
模の災害をもたらしたことになる



４月24日は
明和大津波遭難者慰霊祭の日

１７７１（明和８）年４月24日午前８時ごろ、石垣島南東４０㌔の海上でＭ７・４の 地震が起きた。
その地震によって発生した大津波は石垣島を中心に八重山群島、宮古群島のほか久米島まで
襲い、八重山では全人口の約半分の９３１３人（宮古 は２５４８人）が死亡、八つの村が全壊、七
つの村が半壊するなどの未曾有の大災害となった。 　（八重山毎日新聞）

明和の大津波
牧野清著『明和の大津波』によると、地震発生日時は一七七一年四月二十四日午前八時ごろ、
位置は白保崎の南南東約四十㌔の海底で規模はＭ７・４。それに起因して石垣島を巨大津波
が襲った。
　先にＮＨＫで放映された亜熱帯総合研究所のシミュレーションによると、津波は地震発生後七
分で襲来し、標高三十五㍍まで洗い流したとしている。
　しかし、牧野氏が古記録に基づき実地踏査して著した『明和の大津波』によると、白保と宮良
の中間にある嘉崎浜一帯から侵入した津波は、牧中の頂上近く八十五・四㍍地点まで到達し、
島周辺の低地に所在する住宅や田畑をことごとく飲み込んだと記す。
　古記録は、津波襲来直後の被害を克明に調査して琉球王府に報告した写本であることから信
ぴょう性は極めて高いと思われる。それによると、被害面積は島の四〇％に及び多くの集落が
壊滅。死者は八重山群島で人口の三割に当たる九千三百十三人に達した。
　これまで明和の大津波の被害状況を誇大視する向きもあったようだが、今回のインド洋津波
の実像を見ると、明和の大津波もほぼ同様な惨状を呈したであろうことが容易に推察し得る。
（八重山毎日新聞　２００５年　１月２２日（土） ）



震源は石垣島南方40ｋｍ、M7.4
（理科年表）



津波は南南東から
引き波でやってきた

平成11年度内閣府委託事業「亜熱帯特性推
進研究事業－津波災害研究に関する研究プロ
ジェクトの可能性調査－」

企画制作：財団法人亜熱帯総合研究所
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・CG作成：鹿島技研　先端技術研究部

震源から石垣島
まで約40Km

津波第1波到達
まで7分

津波は第３波ま
で押し寄せた



「八重山の明和大津波」
石垣島の郷土史家による詳細な津波記録

著者：牧野清氏
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明治43年　石垣島に生まれる
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古文書による記録

明和大津波に関する古文書として

『大波之時各村之形行書（おおなみのと
きのかくむらのなりゆきしょ』と

『大波揚候次第（おおなみあがりそうろ
うしだい）』が残されている



古文書による記録
『大波之時各村之形行(ﾅﾘﾕｷ)書』

◎八重山の明和大津波の詳細な報告は､蔵元[行政庁]よ
り琉球王府に提出された『大波之時各村之形行(ﾅﾘﾕｷ)
書』に記されている。

　地震の発生時には震源海域で黒雲が沸き上がったと
も赤い高波が上がって砕けたとも言われている。そし
て雷鳴が聞こえ､海岸では遠くまで潮が引いて魚拾いを
する人もいた。やがて雲のような高い波が押し寄せて
来た。震源に正対した石垣島の嘉崎浜から突入した津
波は宮良台地の牧中(88,7m)で85,4mの高さに達した。
宮古島でも36mの津波が押し寄せた。珊瑚礁があるた
めに竹富島では津波が弱まったが､石垣島や宮古島では
珊瑚礁が打ち破られて珊瑚の付着した津波石(MAX:700t)
が海岸深く打ち上げられた。

　 最も悲惨なことは､津波によって田畑は疲弊し､家畜
等の死骸から疫痢やﾏﾗﾘｱの伝染病が流行して､2万9千の
八重山の人口が約100年後の明治には１万人程度にまで
減ってしまったことである。このことには島津藩の琉
球王府支配による重税[人頭税]も影響しているという。



　津波石が打上げられた
　津波が来襲した島々には，津波石が海岸から内陸深くまで多数分布している． 津波の遡上高
について今村（1938）は，単位が一桁間違って記録されたと否定的見解 を示した．これに対し牧
野（1981）は，古文書と津波石の分布から肯定的見解を示し ，この津波の大きさを強調した．
一方，加藤（1983）は，石垣島の津波石のうち，宮 良湾内に点在する岩塊を除いて，多くのものは周辺の更新世隆起石灰岩からの転
石で あると考えている．

左上：津波大石（つなみうふいし）、推定700トン：大浜崎公園

右上：津波による大石：平久保半島、平久保牧場内

左下：津波で打上げられた1m以上のシャコ貝：八重山観光ホテル



石垣島の津波石の分布は、
４ｋｍ内陸まで及ぶ



明和大津波の遡上高は85.4ｍ

津波は石垣島においては、旧暦３月１０日五ツ時分（午後８時）頃宮良村海岸より上陸し、島の中央部から南側に
かけての田畑、家屋、人畜を飲み込みながら、名蔵 方面へと通り抜けました。津波の最大の高さは現在の宮良牧
中において２８丈２尺（標高約８５メートル）と推定されていますが、宮良川や磯部川、轟川などに 沿って一挙に島の
奥まで進入し、中央部で急速に増幅して想像を絶する奔流となり、ちょうど島を取り巻く海岸の岩の塊が陸上に押し
上げられ、濁流とともに島 の中央部まで運ばれました。その痕跡が現在まであちこちに残っています。

同時期に黒島、新城島などでは島全体が大波で洗われ、宮古島、多良間島などでも大きな被害が出ました。

津波は島の鞍部（８５．４ｍ）を乗り越え、名蔵湾に
流れ込んだ

沖縄総合事務局石垣港湾事務所
ホームページ資料



明和大津波の特徴
●津波の前駆現象—激しい地震、東方に雷鳴のような轟音、異常な
干潮現象

●津波の状況---石垣島の40％が潮に浸かる。河川に沿って深部に
浸入し、鞍部を西に越流した。サンゴ礁がバリアになって被害を小さ
くした（竹富島など）。大量に打上げられた津波石とシャコ貝。

●津波被害---群島人口の３２％（９３１３人）を失う。完全に流失した
村-８村、部分流失-７村。

●津波による変貌---凹凸した海岸線が流出土砂で埋め立てられた。

●津波の後の社会現象---80年間にわたる飢饉、疫痢、マラリアの
発生と人口減少。吸血赤蝿の大発生による牛馬斃死。耕作地の流
亡による食料減産。人頭税による圧政の歴史と減免措置。



　　与那覇在番が津波復興に功績
与那覇親雲上朝起は安政六年（１７７７）年、八重山在番に任ぜられ、津波後7年の
八重山の復興に尽くした
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